
侵
入
中
村
歌
右
衛
門
・
相
撲
人
阿
武
松
緑
之
助
共
に
加
務
の
出
生
に

τ
、
世
に
=
一
傑
と
綿
し
‘
共
に
共
の
名
主
天
下
に
と
ど
ろ
か
せ
り
と

金
鴻
古
駁
志
品
世
廿
大

て
ム
相
自
作
主
、
水
ぐ
き
の
あ
と
う
る
は
し
く
じ
た
L

め
ら
れ
.
筆
か

い
や
り
、
奄
然
と
し
て
午
の
刻
K
夜
。
享
年
八
十
四
。
同
三
日
葬
儀

を
い
と
主
み
、
苛
町
政
小
路
の
北
本
締
寺
に
を
さ
む
。
碑
銘
続
室
之

官品
と
あ
h
y
。
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
、
梅
出
単
が
著
述
せ
し
梅
林
本
山

談
に
、
余
十
六
裁
は
じ
め
て
俳
踏
陀
掛
り
、
三
十
五
裁
に
し
て
此
の

巡
の
措
置
民
と
な
れ
り
。
と
紀
放
す
。
或
は
一
冨
ふ
。
梅
室
閃
時
代
陀
、

ら訓問
E
進
立
し
て
、
我
陀
伺
を
求
む
。
我
叉
跨
う
て

E
h
k
h
よ
ぺ

h
y
。
今
と
れ
を
逸
ら
む
と
僚
を
と
ら
る
。
か
た
へ
の
人
々
、
か
A

る

き
は
に
い
か
で
さ
る
と
と
を
心
に
な
か
け
給
ひ
そ
と
.
と
陀
か
く
餓

め
け
れ
ど
、
い
や
と
よ
、

震
掌
旦
過
の
身
の
か
く
や
す
ら
か
に
終
る

と
と
、
と
れ
恕
翁
の
た
ま
も
の
な
ら
や
'
や
と
遂
に
、

石
の
戸

K
い

つ
ま
で
草
の
紅
葉
哉

ひ
と
し
づ
く
け
ふ
の
い
の
ち
ぞ
菊
の
露

病
翁
と
し
る
し
て
、
人
々
に
も
褒
伺
し
て
見
せ
よ
か
し
と
、
い
と
い

と
機
嫌
よ
か
り
し
と
か
や
。

十
月
朔
日
扶
座
し
て
、
我
わ
す
れ
ゐ
し

と
と
と
そ
あ
れ
。
さ
い
っ
と
る
肥
後
人
残
翁
の
鰻
を
肥
り
、
か
た
は

。
升
形
弓
町

此
の
町
は
.
元
秘
六
年
の
士
帳
K
.
安
江
木
町
の
後
n

弓
町
と
紙
せ

た
る
地
陀
て
、
列
形
の
裏
町
也
。
奮
草
加
中
は
務
士
の
邸
地
の
み
に
し

τ.
他
の
弓
町
と
は
田
山
也
。
或
は
一
五
ム
。
弓
町
と
呼
べ
る
地
は
、
皆

答
務
中
弓
組
足
阪
の
組
地
に
て

、
小
立
野
弓
町
・
長
悶
弓
町
・
木
J

新

保
弓
町
等
皆
同
じ
。
列
形
弓
町
の
み
は
・
知
士
の
邸
地
に
て
、
阪
卒

の
組
地
陀
あ
ら
宇
。
此
の
地
は
そ
の
か
み
射
手
士
の
邸
地
に
賜
は

り
‘
射
乎
の
鮒
士
去
に
居
住
す
。
故
に
弓
町
と
呼
べ
り
。
今
此
の
町

の
み
た
ど
弓
町
と
栴
す
と
い
へ
り
。

O
射
手
士
来
歴

七

い
へ
り
。
梅
{
謹
が
箸
せ
る
行
々
子
の
践
に
も
.
続
出
阜
大
人
は
若
か
り

し
よ
り
四
方
K
遊
び
‘
京
婦
の
聞
に
杖
を
と
h

む
る
と
と
二
十
年
、

ま
た
は
京
都
民
確
を
下
し
、
路
好
子
を
相
場
く
と
と
十
年
。
そ
の
聞
も

ば
ら
阻
翁
の
風
mmuE探
り
、
不
易
流
行
の
機
倒
置
に
熟
し
て
、
今
や
名

耽陣
内
陀
と
ピ
ろ
く
。
と
た
び
三
十
年
主
総
て
.
古
郷
に
杖
を
か
へ
さ

る
。
と
一
苫
ひ
、
叉
・
花
乃
刻
銘
と
て
・
加
能
帥
間
三
州
の
殻
何
北
ハ
世
銀

め
た
る
、
モ
の
自
序
陀
は
、
此
資
径
の
長
久
な
ら
ん
都
を
と
と
ほ
ぎ

て
‘
八
十
一
の
翁
梅
鐙
隊
。
と

b
り。
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